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花粉管は核がなくても胚珠に辿り着く 
〜世界で初めて核を持たない花粉管の作出に成功〜 

 
横浜市⽴⼤学の丸⼭⼤輔 助教、⽴命館⼤学の元村⼀基 助教らの研究チームは、名古屋

⼤学との共同研究により、モデル植物シロイヌナズナを⽤いることで、世界で初めて細胞
質中に“細胞核”が存在しない花粉管を作出することに成功しました。さらにこの細胞核を除
いた花粉管 （オス）が、核を持つ正常な花粉管と同様に、雌しべの奥にある⽣殖器官の “胚
珠*1（メス）”へ正確に辿り着く能⼒を保持していることを明らかにしました（図 1）。 

細胞核は⾼校⽣物の教科書の冒頭で紹介される、遺伝⼦の発現をつかさどる存在です。
花粉管でも常に先端にある核が、花粉管の⻑距離に渡る伸⻑や正確な伸⻑⽅向制御に必要
であると考えられてきました。こうした常識を覆し、細胞核からの新規の遺伝⼦発現を必
要とせず胚珠へと⽅向転換して、胚珠内の卵細胞へ辿り着く能⼒を保持していることが⽰
されました。 

研究成果は、2021 年 4 ⽉ 22 ⽇ 10 時 （英国夏時間）、英国 Nature グループが発⾏するオ
ンライン科学誌「Nature Communications」に掲載されました。 

 

研究成果のポイント 
¸ 世界で初めて細胞質中に核を持たない花粉管の作出に成功した 
¸ 細胞核が除去された花粉管 （オス）は植物の胚珠 （メス）の位置を認識して辿り着いた 
¸ 細胞核からの新規の遺伝⼦発現なしで正常に細胞が伸⻑するという、これまでの常識を

超えた能⼒を花粉管は保持していた 
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図 1 細胞核を持たない花粉管も胚珠を⽬指す 
 
花粉管の伸⻑能⼒を調べるために、培地上に置い
た胚珠に花粉管が誘引されるかどうか調べた。 
 
左 ：野⽣株の場合、雌しべの切り⼝から伸びた花
粉管は胚珠へ向かって⽅向を変えて進⼊する。 
右 ：wit1/wit2 変異体で cals3m を発現させた花粉
管では、2 つ精細胞と栄養核が基部側から動かず
細胞壁の隔壁によって閉じ込められた状態にな
る。しかし花粉管は本来の伸⻑能⼒を失わず、野
⽣株と同様胚珠に進⼊する。 

 
 

研究背景 
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*2 カロース： 
⾼等植物が持つ多糖の⼀種。その構造からβ-1,3-
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図、画像、表 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

図２ 植物の受精と花粉管の構造 
左：花粉が雌しべの先端に受粉すると、細⻑い花粉管が伸び始め
る。雌しべの奥深くの胚珠まで伸⻑すると、花粉管中の精細胞を
胚珠内に放出して受精する。 
右 ：花粉管の先端側では、栄養核とそれに連なった 2 つの精細胞
が存在する。⼀⽅基部側では、伸⻑にともなって細胞壁の隔壁が
⼀定間隔で作られ、ほとんどの細胞内構造を、活発に伸⻑する先
端側に維持している。 

図３ 野⽣株と変異体のシロイヌナズナの花粉管の構造 
 
① 野⽣株では栄養核と２つの精細胞が花粉管の先端に位置する。 
② cal3m を発現すると２つの精細胞は基部側に留まる。 
③ 逆に wit1/wit2 変異体では、栄養核が基部側に留まる。 
④ さらに、wit1/wit2 変異体で cals3m を発現すると、栄養核も精細胞も

ともに基部側に留まり、先端に細胞核が存在しない花粉管になる。 


